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衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
保
険
料
総
額
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
八
・
四
万
円
及
び
八
・
六
％
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
試
算
の
前
提
の
内
容
は
、
現
在
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
在
り
方
と
全
く
同
じ
と
は
言
え
な
い
と
考
え
て
い

る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
資
料
に
お
い
て
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
負
担
す
る
一
人
当
た
り
所
要
保
険
料
は
現
行
制
度
で
六
・
三
万

円
、
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
後
は
八
・
七
万
円
、
そ
の
財
政
影
響
は
二
・
四
万
円
、
ま
た
、
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
負

担
す
る
所
要
保
険
料
総
額
は
、
現
行
制
度
で
〇
・
八
兆
円
、
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
後
は
一
・
一
兆
円
、
そ
の
財
政
影
響
は

〇
・
三
兆
円
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
資
料
は
、
平
成
十
四
年
に
厚
生
労
働
省
試
案
と
し
て
、
新
し
い
高
齢
者
医
療
の
創
設
等
に
つ
い
て
広
く
各
方
面

一



の
議
論
に
供
す
る
た
め
の
「
た
た
き
台
」
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
の
一
部
で
あ
る
が
、
当
時
の
状
況
に
お
い
て
は
、
適
切
な

推
計
を
行
い
、
公
表
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
財
政
試
算
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
平
成
十
八
年
の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
提
出
す
る
際
に
行
っ
た
試
算
を
基
と
し
て
い
る
現
在
の
広
報
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
け
る
議
論
の
整
理
（
平
成
十
七
年
八
月
二
十
四
日
）
」
に
お
け
る
「

現
行
制
度
に
お
け
る
高
齢
者
の
負
担
水
準
を
勘
案
し
て
医
療
費
の
一
〇
％
と
す
べ
き
」
と
の
意
見
や
平
成
十
七
年
十
月
十
九

日
付
の
医
療
制
度
構
造
改
革
試
案
の
記
述
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
を
従
来
の
国
民
健
康
保
険
の
水
準
と
同
等

に
す
る
と
の
意
味
で
あ
っ
た
と
は
理
解
し
て
い
な
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
軽
減
後
の
保
険
料
と
推
測
さ
れ
る
。

八
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
推
計
は
、
平
成
十
七
年
五
月
二
十
五
日
開
催
の
第
十
五
回
社
会
保
障
審
議
会
医
療
保
険
部
会
に
お
け
る
議
論
に

供
す
る
た
め
に
提
出
し
た
資
料
の
一
部
で
あ
り
、
当
時
の
状
況
に
お
い
て
は
、
適
切
な
推
計
を
行
い
、
公
表
さ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
推
計
に
つ
い
て
は
八
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
御
指
摘
の
八

・
六
％
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
提
出
す
る
際
に
行
っ
た
試
算
に
お
い
て
、
平
成
二
十
年
度

に
お
い
て
仮
に
平
成
十
八
年
の
制
度
改
正
が
実
施
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
老
人
保
健
制
度
の
対
象
者
は
、
被
用
者
保
険
本
人

約
三
十
五
万
人
、
被
用
者
保
険
被
扶
養
者
約
二
百
万
人
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
約
千
百
万
人
、
全
制
度
の
合
計
の
保
険

料
総
額
は
約
八
千
八
百
億
円
、
一
人
当
た
り
で
は
約
六
・
七
万
円
と
推
計
し
て
い
る
。
そ
の
他
お
尋
ね
の
制
度
別
の
人
数
推

計
、
保
険
料
総
額
、
一
人
当
た
り
保
険
料
の
推
計
及
び
推
計
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
五
月
三
十

日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
一
三
号
）
三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

三



十
一
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
五
月
三
十
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
一
三
号
）
一
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
、
平
成

二
十
年
度
に
仮
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
軽
減
措
置
前
の
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者

等
の
保
険
料
総
額
は
約
一
兆
円
で
あ
り
、
後
期
高
齢
者
給
付
費
の
約
一
割
に
相
当
す
る
が
、
こ
の
割
合
は
、
後
期
高
齢
者
の

保
険
料
の
後
期
高
齢
者
給
付
費
に
対
す
る
割
合
と
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
た
め
、
「
保
険
料
総
額
は
従
来
と
同
じ
」
旨
の
広
報
が

事
実
に
反
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。

十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
点
に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
確
認
で
き
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四


